
80代以上 
（13％） 

70代 
（25％） 

60代 
（25％） 

20代（2%) 
30代（11％） 

40代（12％） 

50代（12％） 

良くなった 
（5％） 

変わらない 
（24％） 

悪くなった 
（71％） 
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【「区民アンケート」集計報告】・【港区議会第2回定例会区議会レポート】

「区民アンケート」ご協力ありがとうございました「区民アンケート」ご協力ありがとうございました

アンケートにお寄せ頂いた、皆さんのご意見・ご要望

09月3月～6月にかけて、党議員団が取り組みました「区
民アンケート」には、例年にないたくさんの反響が寄せられま
した。あらためて区民の皆さんのご協力に感謝申し上げます。
港区議会第2回定例会では、「区民アンケート」に寄せられ

た、区民の皆さんからのご意見・ご要求を中心に取り上げ、区
長・教育長に解決を迫りました。（2～3面に掲載）
紙面の都合上、掲載できなかったご意見・ご要望がありま

す。詳細は議員団のホームページをご覧ください。

女性（58％） 男性（42％） 

お寄せいただいたアンケート（一部）

回答者の世代別内訳 回答者の性別内訳

暮らし向きの変化は

◆
「
2
大
政
党
と
し
て
」
民
主
党
に
期

待
し
て
い
た
が
、
献
金
問
題
で
共
産
党

の
「
自
民
・
民
主
は
本
質
的
に
変
わ
ら

な
い
」
の
主
張
が
理
解
で
き
た
。
福

祉
・
雇
用
の
問
題
で
も
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
躍
進
に
期
待
す
る
。（
20
代

男
会
社
員
）
◆
今
の
政
治
で
は
日
本

の
未
来
は
明
る
く
な
い
。
自
己
利
益
を

優
先
し
続
け
た
自
公
政
権
は
も
う
終
わ

っ
た
。(

20
代
　
女
会
社
員
）
◆
共
産

党
は
唯
一
格
差
社
会
を
改
め
ら
れ
る
政

党
だ
が
。
戦
前
か
ら
の
先
入
観
が
あ
ま

り
に
も
強
い
。
共
産
主
義
は
21
世
紀
に

は
無
理
。
党
名
を
変
え
て
。(

40
代

男
自
営
業
）
◆
一
貫
し
て
弱
者
の
立

場
に
立
つ
共
産
党
に
ず
っ
と
投
票
し
て

い
る
が
、
良
い
政
策
も
実
行
さ
れ
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。
政
権
を
取
る
こ
と

が
必
要
。（
50
代
　
男
会
社
員
）
◆
今

の
社
会
は
生
き
る
事
が
不
安
に
な
る
こ

と
ば
か
り
。
党
の
政
策
姿
勢
に
は
共
感

す
る
事
多
々
あ
り
。
庶
民
を
代
弁
す
る

党
と
し
て
期
待
。(

50
代
女
公
務
員
）

その他（4%) 

不明 
（10%) 

適正 
（18%) 

安い 
（2%) 

高い 
（66％） 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

◆売り上げの減少 
◆税金・保険料が高い 

◆注文の減少 
◆資金繰り 

◆原材料・経費の高騰 
◆単価が低い 
◆後継者不足 
◆その他 

◆人手不足 

0 5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 

ご意見をお寄せ頂いた方の年代別分布 

2 0 

3 0 

4 0 

5 0 

6 0 

7 0 

8 0 

不 詳 

年代 
ご意見をお寄せ頂いた方の年代別分布 

発行：2009年7月1日

◆
仕
入
れ
が
上
が
っ
て
も
売

値
を
変
え
ら
れ
な
い
。（
40

代
　
男
）
◆
し
わ
寄
せ
を
受

け
や
す
く
、
日
が
当
た
ら
な

い
の
が
自
営
業
。
（
40
代

男
）
◆
ガ
ス
、
水
道
、
電
気

の
公
共
料
金
が
高
す
ぎ
る
。

（
40
代
　
男
）
◆
年
々
受
注

額
が
下
が
る
。（
50
代
　
男
）

◆
不
動
産
家
賃
を
下
げ
な
い

と
テ
ナ
ン
ト
が
付
か
な
い
。

家
賃
滞
納
で
契
約
解
除
し
て

も
、
次
の
テ
ナ
ン
ト
が
見
つ

か
る
か
不
安
（
50
代
　
男
）

◆
適
正
に
使
っ
て
く
れ
れ
ば

納
得
が
い
く
。（
30
代
　
女

主
婦
）
◆
高
齢
者
、
生
活
保

護
世
帯
に
優
遇
す
べ
き
（
50

代
　
女
主
婦
）
◆
保
険
料
が

払
え
ず
に
た
ま
っ
て
い
く
息

子
た
ち
を
見
る
と
サ
ラ
金
よ

り
ひ
ど
い
。（
60
代
　
女
年

金
生
活
）

「
少
し
く
ら
い
痛
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
我
慢
し
て

い
る
」（
70
代
　
女
）

「
平
常
の
３
分
の
１
の
売

り
上
げ
、
廃
業
も
考
え

て
い
る
」（
60
代
　
男
）

「
無
党
派
層
。
主
張
に
一
貫
性
が

感
じ
ら
れ
る
の
で
が
ん
ば
っ
て
港

区
を
良
く
し
て
」（
30
代
　
男
）

自営業者の方の不安・ご不満

健康保険料について

日本共産党へのご意見・ご要望は

（人）

（回答度数）



実現に向け議会で質問実現に向け議会で質問

一
日
も
早
く

保
育
園
待
機
児
解
消
を

今
年
４
月
に
認
可
保
育

園
に
入
園
で
き
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
８
百
名
を
超
え
、
そ

の
後
も
増
え
続
け
て
い
る
。
①
基
本

計
画
を
前
倒
し
し
、
待
機
児
童
の
解

消
に
見
合
う
認
可
保
育
園
建
設
を
急

げ
。
②
区
有
地
や
国
・
都
の
遊
休
地

を
活
用
し
緊
急
・
暫
定
の
保
育
園
確

保
を
。

質
問

①
新
た
な
基
本
計
画
で
、

３
園
の
認
可
保
育
園
の
整

備
、
5
園
の
改
築
を
計
画
計
上
し
、

定
員
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
②
緊
急

暫
定
保
育
施
設
の
設
置
は
、
国
及
び

都
の
遊
休
地
活
用
を
検
討
す
る
。

答
弁

子育て支援に必要な施策は

0  1  0  0  2  0  0  3  0  0  4  0  0  50  0 
回答度数 

◆保育所の増設 
◆医療体制の充実 

◆経済的支援 
◆父子・母子家庭支援 

◆労働条件の改善 
◆幼稚園の充実 
◆遊び場の整備 

◆相談事業の充実 
◆親の交流 
◆その他 

都
に
30
人
学
級
、

少
人
数
学
級
求
め
よ

学
習
面
、
生
活
面
で
少
人

数
学
級
の
成
果
は
顕
著
で
、

文
科
省
も
効
果
を
認
め
て
い
る
。
２

年
前
よ
り
、
25
の
道
府
県
が
少
人
数

学
級
の
規
模
を
拡
大
、
実
施
し
て
い

な
い
の
は
東
京
都
だ
け
。
①
都
に
30

人
学
級
、
少
人
数
学
級
の
実
施
求
め

よ
②
区
独
自
で
、
30
人
学
級
、
少
人

数
学
級
の
実
施
を
。

質
問

都
に
申
し
入
れ
は
考
え

て
い
な
い
。
少
人
数
学
級

の
効
果
は
承
知
し
て
い
る
。
都
と
話

し
合
い
の
場
が
あ
る
の
で
伺
っ
て
い

き
た
い
。

答
弁

て
ら
れ
て
き
た
。
当
面
75
歳
以
上
の

医
療
費
無
料
化
を
都
に
働
き
か
け
を
。

都
の
実
施
ま
で
、
区
が
助
成
を
。

75
歳
以
上
の
医
療
費

無
料
化
求
め
よ

石
原
知
事
と
都
議
会
オ

ー
ル
与
党
の
も
と
で
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
福
祉
が
切
り
捨

質
問

医
療
費
の
助
成
は
、
慎

重
に
対
応
す
べ
き
で
、
無

料
化
の
働
き
か
け
は
考
え
て
い
な
い
。

答
弁

特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
急
げ

南
麻
布
施
設
の
完
成
で

待
機
者
が
大
幅
に
減
る
と

言
う
が
入
所
希
望
者
は
今
後
も
増
加

す
る
。
希
望
者
が
全
員
入
所
で
き
、

区
外
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
が

区
内
施
設
に
入
れ
る
よ
う
一
刻
も
早

く
次
の
建
設
計
画
を
。

質
問

高
齢
者
人
口
や
介
護
認

定
者
数
の
推
移
を
踏
ま
え

慎
重
に
検
討
す
る
。

答
弁

奨
学
金
制
度
の
抜
本

改
善
を

憲
法
は
、
国
民
に
「
等

し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
」

を
保
障
し
て
い
る
。
国
際
的
に
も
高

等
教
育
無
償
化
が
当
然
の
方
向
。
①

高
校
授
業
料
の
減
免
制
度
、
返
済
な

し
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
、
延
納
や

通
学
費
補
助
な
ど
の
制
度
創
設
を
国

に
求
め
よ
。
②
国
の
制
度
改
善
・
充

実
ま
で
、
港
区
の
奨
学
金
制
度
の
常

時
受
付
を
。
卒
業
者
へ
の
返
済
免
除

を
。 質

問

①
現
在
、
国
は
教
育
費

の
家
計
負
担
の
軽
減
に
焦

点
を
当
て
た
検
討
を
進
め
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
②
奨
学
金
の
応
募
状

況
は
、
問
い
合
わ
せ
、
応
募
と
も
例

年
と
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
で
、
常
時
受

付
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
推
移
を
見
守
っ
て
い
く
。
奨

学
金
の
返
済
免
除
は
、
不
慮
の
事
故

等
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

答
弁

30人学級へのご意見は

30人学級に 
すべき 
（58％） 

その他（9％） 

現在の40人 
学級でよい 
（18％） 

わからない 
（15％） 

介護保険料について

高いと思う 
（61％） 

安いと思う（3％） 

適正（15％） 

わからない 
（21％） 

介護サービスについて

　充分 
（28％） 

もっと 
　受けたい 
　（72％） 

医料費について

高いと思う 
（49％） 

その他（5％） 

安いと思う（4％） 

わからない 
（13％） 

適正と思う 
（29％） 

その他　本会議でそれぞれ質問しました
★後期高齢者医療制度の廃止を国に求めよ★国や都に特養ホ
ーム用の土地の無償提供、用地取得費、運営費の補助を求め
よ★特養ホーム入所者の負担軽減策を★新介護認定制度の中
止を国に求めよ★生活保護の抜本改善を★国に、母子加算、
老齢加算の復活要求を★福祉給付金の支給を★18歳まで医
療費無料化の実施を求める★福祉施設の管理・運営の改善を
★緊急保護事業の充実を求める★広尾病院を都立病院として
存続するよう都に求めよ★深刻化する雇用問題に支援を



いただいたご要望の実いただいたご要望の実

決議は、北朝鮮の核実験に抗議すると共に、プラハでのオバマ米大
統領の演説に支持を表明し、世界の核兵器廃絶を実現するために、日
本政府及び世界各国が最大の努力を尽くすよう求めています。

意見書は、東京都に対し、老人保健法に基づく未届け施設の実態把
握や、届け出の徹底、既存施設の防火体制などの安全性の確保、高齢
者の居住環境の改善を求めています

6月17日、新日本婦人の会港支部（国連に認証
されたＮＧＯ）が提出した「『気候保護法（仮称）』の制定を求める意見書
提出の請願」が審議された建設委員会を傍聴しました。
日本共産党の委員は、「温室効果ガスの増加を放置すれば人類、地球上の
すべての生物の存在が脅かされ、請願の削減目標は待ったなしの課題であ

る」として、法制定の緊急性を認めてくれました。他党派は、麻生さんが
8％削減（1990年比）を言っているのだから「それを実行させるべき」
とか、「2050年の80％は良いと思うが、2020年に30％はムリ」、「引
き続き勉強したい」などと継続を主張、共産党だけが私たちの願いを受け
止めてくれました。 新日本婦人の会　港支部　J・Hさん

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
看
板
の

ム
ダ
遣
い
止
め
よ

東
京
都
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
看
板
に
巨
大
開
発
を

計
画
。
大
規
模
開
発
は
総
額
９
兆

円
。
一
方
、
石
原
知
事
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
予
算
を
大
幅
に
削
減
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
語
る
資
格
が
な
い
。
無
駄

遣
い
を
や
め
、
暮
ら
し
、
医
療
や
福

祉
、
雇
用
拡
大
を
優
先
を
求
め
よ
。

質
問

申
し
入
れ
の
考
え
は
な

い
。

答
弁

今
こ
そ
核
廃
絶
の
世
論
を

北
朝
鮮
が
強
行
し
た
核

実
験
は
、
国
際
世
論
へ
の

乱
暴
な
挑
戦
で
、
断
じ
て
許
せ
な
い
。

厳
し
く
抗
議
す
る
。「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
を
求
め
る
世
論
が
大
き
な

流
れ
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
国
際
的
な
流
れ

を
本
流
に
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
。

①
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
プ
ラ
ハ
演
説

へ
の
認
識
は
②
政
府
に
被
爆
国
の
政

府
と
し
て
核
兵
器
廃
絶
の
国
際
交
渉

を
呼
び
か
け
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
要
請

を
。 質

問

①
オ
バ
マ
演
説
は
、
港

区
の
平
和
都
市
宣
言
の
精

神
と
合
致
し
、
歓
迎
す
る
。
②
現
時

点
で
政
府
へ
の
要
請
は
考
え
て
な
い

が
、
非
核
宣
言
自
治
体
と
連
携
、
恒

久
平
和
実
現
と
核
兵
器
廃
絶
を
粘
り

強
く
訴
え
続
け
る
。

答
弁

こ
れ
以
上
の
高
層
ビ
ル

建
設
や
め
よ

「
誰
に
も
太
陽
を
受
け
、

空
を
見
る
権
利
が
あ
る
。

も
っ
と
景
観
を
大
切
に
」、「
強
風
で

歩
く
の
も
困
難
」
な
ど
、
住
民
の
生

活
、
安
全
を
脅
か
す
ビ
ル
風
害
も
大

問
題
。
①
超
高
層
建
設
を
止
め
よ
。

②
絶
対
高
さ
制
限
の
導
入
案
を
早
期

に
示
せ
。

質
問

①
駅
周
辺
な
ど
業
務
、

商
業
機
能
の
集
積
地
域
で

は
、
適
切
な
都
市
機
能
を
整
備
す
る

観
点
か
ら
、
建
物
の
高
層
化
が
必
要

と
な
る
場
合
も
あ
る
。
②
今
後
、
ど

の
よ
う
な
制
限
が
適
す
る
か
検
討
、

良
好
な
景
観
や
居
住
環
境
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

答
弁

再
開
発
へ
の
補
助
金
支

出
や
め
よ「

森
ビ
ル
の
開
発
は
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら

な
い
」「
高
い
ビ
ル
は
い
ら
な
い
。
金

を
出
す
と
は
な
に
ご
と
」「
25
年
以
上

港
区
に
住
ん
で
い
る
が
家
も
買
え
な

い
。
無
駄
づ
か
い
は
し
な
い
で
ほ
し

い
」
な
ど
、「
再
開
発
補
助
金
支
出

は
や
め
る
べ
き
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
区
民
が
納
得
し
て

い
な
い
再
開
発
補
助
金
は
キ
ッ
パ
リ

と
中
止
す
べ
き
。

質
問

市
街
地
再
開
発
事
業
で

は
、
防
災
性
の
向
上
と
市

街
地
の
改
善
を
図
る
公
共
性
の
高
い

事
業
。
市
街
地
再
開
発
組
合
等
に
対

す
る
補
助
金
は
必
要
。

答
弁

再開発事業への補助金支出について

補助金支出を 
やめるべき 
（75％） 

その他（11％） 

支出を 
続けるべき 
（5％） 

わからない 
（9％） 

超高層ビル建設について

その他（5％） 

わからない 
（4％） 

開発を 
コントロール 
すべき（37％） 

これ以上 
いらない 
（48％） 

もっと建設して良い（6％） 

建物の高さ制限についてのご意見

高さ制限を 
設けるべき 
（75％） 

その他（7％） 

制限は 
必要ない 
（9％） 

わからない 
（9％） 

オリンピック招致が看板の大規模開発は

反対する 
（56％） 

その他（9％） 

賛成する 
（16％） 

わからない 
（19％） 

社
会
福
祉
法
人
永
岡
福
祉
会
が
運

営
し
て
い
る
「
新
橋
は
つ
ら
つ
太

陽
」
の
通
所
家
族
会
か
ら
、
外
出
や

宿
泊
訓
練
へ
の
助
成
を
求
め
る
請
願

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

外
出
機
会
の
少
な
い
障
害
者
に

は
、
外
出
や
宿
泊
訓
練
は
自
立
に
と

っ
て
、
と
て
も
重
要
な
事
業
で
す
。

区
の
施
設
に
通
所
し
て
い
た
と
き

は
す
べ
て
無
料
で
し
た
が
、「
は
つ

ら
つ
太
陽
」
で
は
全
額
自
己
負
担

（
今
年
度
は
３
万
５
千
円
）
で
す
。
共

産
党
は
採
択
を
主
張
。
自
民
・
公
明

の
多
数
で
継
続
に
。
利
用
者
の
自
立

訓
練
の
機
会
を
奪
わ
な
い
為
に
も
全

額
助
成
は
必
要
で
す
。

「
は
つ
ら
つ
太
陽
」
の
宿
泊
訓

練
に
助
成
を
求
め
る
請
願

日
本
共
産
党
は
「
採
択
」
主
張

請
願
継
続

世界から核兵器を廃絶するための決議 介護施設の整備促進についての意見書

全会一致で採択された党議員団提案の決議・意見書

区議会を傍聴して



◆
膨
大
な
財
政
赤
字
を
考
え

れ
ば
一
刻
も
早
い
増
税
が
必

要
と
思
う
が
、
財
政
赤
字
を

な
く
す
プ
ラ
ン
を
示
し
、
そ

れ
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
。

（
20
代
男
性
学
生
）
◆
法
人

税
減
税
は
や
め
る
べ
き
（
30

代
男
　
会
社
員
）
◆
根
拠
の

な
い
不
公
平
な
増
税
に
は
反

対
（
30
代
男
　
会
社
員
）
◆

そ
の
他
（
①
増
税
に
よ
る
税

収
の
内
容
、
使
途
い
か
ん
②

納
得
の
い
く
管
理
・
監
督
③

一
律
増
税
で
な
く
、
贅
沢
品

に
（
40
代
男
　
会
社
員
）
◆

食
料
品
、
最
低
必
須
日
用
品

の
増
税
は
阻
止
。
ぜ
い
た
く

品
に
は
増
税
Ｏ
Ｋ
。（
60
代

女
　
主
婦
）
◆
能
無
し
内

閣
、
他
に
す
る
事
が
あ
る
ぞ

（
60
代
女
　
主
婦
）

◆
治
安
悪
化
時
の
対
策
（
30

代
男
　
会
社
員
）
◆
耐
震
よ

り
、
免
震
を
（
30
代
女
　
主

婦
）
◆
開
発
規
制
、
公
園
、

空
き
地
の
確
保
（
40
代
　
男

会
社
員
）
◆
病
院
の
受
け
入

れ
態
勢
の
充
実
（
50
代
男

自
営
）
◆
広
域
避
難
所
の
わ

か
り
や
す
い
看
板
を
（
50
代

女
　
会
社
員
）
◆
公
園
の
面

積
分
布
の
検
討
を
（
60
代
男

会
社
員
）
◆
高
齢
者
避
難
の

サ
ポ
ー
ト
充
実
化
（
60
代
女

年
金
生
活
）
◆
高
層
ビ
ル
乱

立
で
Ｍ
8
級
の
大
地
震
に
耐

え
ら
れ
る
か
。（
70
代
男
　
不

明
）
◆
防
災
無
線
は
き
こ
え

な
い
（
70
代
女
　
そ
の
他
）

その他 
（7％） 

反対 
（74％） 

分からない 
（9％） 

賛成 
（10％） 

◆
必
要
あ
る
と
思
う
が
ム
ダ

を
省
く
べ
き
（
20
代
男
　
学

生
）
◆
純
粋
な
視
察
な
ら
必

要
。
今
行
っ
て
い
る
の
は
観

光
。（
30
代
女
　
自
営
）
◆

海
外
視
察
自
体
を
否
定
は
し

な
い
が
、
公
金
を
使
っ
て
い

る
と
い
う
自
覚
で
、
管
理
、

公
開
す
べ
き
（
40
代
男
　
会

社
員
）
◆
ま
だ
そ
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
と
し
た
ら
驚
い

た
。（
40
代
女
　
主
婦
）
◆

旅
費
は
も
っ
と
少
な
く
出
来

る
筈
！
！
（
50
代
男
自
営
）

◆
観
光
旅
行
と
言
わ
れ
て
い

る
の
に
、
良
く
恥
ず
か
し
く

な
く
行
く
。（
50
代
女
　
会

社
員
）
◆
同
行
し
て
通
訳
な

ど
し
て
き
た
が
、
遊
び
と
同

じ
。
い
い
加
減
に
し
て
欲
し

い
。（
60
代
男
　
不
明
）

やめるべき 
（75％） 

その他（7％） 

必要 
（9％） 

わからない 
（9％） 

0  10  0  2  0  0  3  0  0  40  0 

◆備蓄物資の充実 
◆災害用トイレの充実 

◆学校等避難所の整備充実 
◆住宅の耐震化の促進 

◆災害情報システムの整備・充実 
◆高層住宅のエレベーター対策 

◆区民への啓発 
◆防災訓練の充実 

◆昼間人口対策の確立 
◆その他 

◆
血
税
の
無
駄
遣
い
を
こ
っ

ち
に
使
え
ば
い
い
（
20
代
女

会
社
員
）
◆
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
が
拡
が
ら
な
い
背

景
を
徹
底
的
に
追
求
す
べ

き
。
例
え
ば
原
発
！
巨
大
な

利
権
を
得
て
い
る
輩
た
ち
が

問
題
。（
30
代
女
　
ア
ル
バ

イ
ト
）
◆
商
業
利
用
さ
れ
す

ぎ
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
環
境
に

悪
い
。
分
別
し
た
も
の
を
再

利
用
す
る
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
余
計
か
か
る
。（
40
代
男

自
営
）
◆
恒
久
的
に
使
え
る

も
の
に
投
資
を
。（
40
代
男

会
社
員
）
◆
高
層
ビ
ル
の
制

限
強
化
（
60
代
男
　
会
社

員
）

◆
近
年
、
本
当
に
生
活
が
苦
し

く
、
生
活
を
し
て
い
く
だ
け
で
精

一
杯
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
中

小
企
業
を
大
切
に
し
て
、
頑
張
っ

た
分
だ
け
生
活
が
楽
に
な
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。（
20
代
女
　
ア

ル
バ
イ
ト
）
◆
雇
用
の
安
定
、
経

営
活
性
化
に
対
し
て
の
施
策
（
20

代
女
　
会
社
員
）
◆
大
企
業
だ
け

が
恩
恵
に
あ
ず
か
る
の
で
は
な

く
、
弱
者
、
低
所
得
者
に
厚
く
支

援
を
。（
30
代
男
　
会
社
員
）
◆

高
齢
者
問
題
を
大
々
的
に
扱
う
べ

き
だ
。（
30
代
男
　
会
社
員
）
◆

少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て
支
援

は
必
ず
必
要
（
30
代
男
　
会
社

員
）
◆
本
当
に
困
っ
て
る
共
働
き

の
家
庭
は
、
保
育
園
に
優
先
し
て

入
れ
て
。
建
物
の
高
さ
制
限
は
早

急
に
導
入
を
。
地
元
の
学
校
に
通

う
に
は
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
。
就
学
前
の
家
庭
に
学
校
の
情

報
を
き
ち
ん
と
提
供
を
。（
30
代

男
　
会
社
員
）
◆
①
貸
与
で
は
な

く
、
給
付
の
奨
学
金
を
飛
躍
的
に

拡
充
す
べ
き
。
教
育
格
差
は
格
差

の
固
定
化
に
つ
な
が
る
。
欧
米
に

比
べ
て
奨
学
金
制
度
が
極
め
て
貧

弱
②
子
育
て
支
援
は
何
よ
り
も
保

育
園
を
増
や
す
事
（
30
代
女
　
会

社
員
）
◆
児
童
館
を
残
し
て
。
な

ん
で
も
民
間
で
な
く
区
の
運
営

を
。
身
体
い
っ
ぱ
い
を
使
っ
て
遊

べ
る
場
所
を
奪
わ
な
い
で
。
働
く

親
の
支
援
を
。
小
売
商
店
の
保
護

を
。
商
店
街
に
量
販
店
が
進
出
で

き
な
い
よ
う
な
条
例
制
定
を
。（
40

代
女
　
自
営
）
◆
港
区
は
財
政
的

に
は
豊
か
と
思
う
。
地
方
税
を
沢

山
納
め
て
い
る
が
、
そ
れ
が
森
ビ

ル
な
ど
に
使
わ
れ
る
事
は
許
せ
な

い
。（
50
代
女
　
会
社
員
）

「『
住
み
や
す
い
街
』
を
目
指
し
て

い
る
の
か
疑
問
」（
20
代
　
男
）

「
意
識
の
低
い
国
の
対
策

が
必
要
」（
40
代
　
男
）

「
視
察
に
同
行
し
た
こ
と

が
あ
る
が
観
光
中
心
、

仕
事
と
し
て
の
活
動
は

な
か
っ
た
」（
60
代
女
）

「
障
害
者
な
ど
弱
者
へ
の

配
慮
を
」（
30
代
　
女
）

「
消
費
税
を
上
げ
ら
れ
た

ら
生
活
で
き
な
く
な
る
」

（
30
代
　
男
）

0  1 0  2 0  3 0  4 0  5 0 

◆自然エネルギーの活用 
◆乱開発の規制 

◆政府の取り組み姿勢 
◆省エネ技術の開発 

◆大量生産・廃棄型社会の見直し 
◆リサイクル強化 

◆モータリゼーション社会の見直し 
◆政府・経済界の削減協定の締結 

◆国民への啓蒙 
◆その他 

0 0 5 0 0 4 0 0 3 0 0 2 0 0 1 0 

◆医療・健康対策の充実 
◆高齢者医療・福祉の充実 
◆社会保障政策の推進 
◆都市環境の整備 
◆子育て環境の整備 
◆生活の安全確保 

◆中小企業対策の充実 
◆教育の充実 

◆文化・スポーツ施策の充実 
◆その他 

区政に望む重点施策は

消費税増税計画へのご意見

災害対策で緊急で大事な物は

都議会の多額の税金を使っての海外視察

地球温暖化対策について

（回答度数）


